
新山梨環状道路連絡調整会議(第１回) 
議事概要 

１．日 時 
令和５年１２月２５日（月）１４：００～１５：００ 

２．出席者 
・山梨県 県土整備部高速道路推進課 課長  壷屋 嘉彦 
・関東地方整備局 道路部 道路計画第一課 課長補佐 北田 靖典 

甲府河川国道事務所 副所長 本住 武司 

３．議 事 
 ○事業中区間の状況 
 ・新山梨環状道路は、甲府都市圏を取り巻く延長約４３ｋｍの環状

道路であり、これまでに約５割となる約２１ｋｍが開通済み。 
・開通済み区間では、沿線地域に企業が進出し、沿線自治体の従業
者数が約３割増加するなどの効果が発現。 

・一方で、甲府都市圏では、県道以上の約５割が混雑時速度 20km/h
を下回るなど、中心市街地を迂回する環状道路の整備が必要。 

・残る区間のうち国が事業を実施している広瀬 IC～桜井 JCT 間につ
いては、調査設計及び桜井地区の用地買収を推進。また、牛句 IC
～宇津谷交差点間については環境調査や保全対策を実施。 

・県が事業を実施している落合西 IC～広瀬 IC は用地買収、橋梁上下
部工、改良工を推進中。 

 ※未開通の IC・JCT 名は仮称 

○山梨県より提案事項 
 ・新山梨環状道路（桜井～甲斐）については、早期整備実現のため

直轄事業と有料道路事業の合併施行の計画に変更して欲しい。 
・国で事業を実施している広瀬～桜井区間の用地買収を県にて一部
実施するなど、引き続き事業推進に協力するので、残る未事業化
区間である桜井～牛句区間約１０kmについて早期に事業着手を図
って欲しい。 

 ○今後の進め方 
  ・事業中区間については、国と県にて情報共有を図りながら、引き

続き早期開通に向け事業を推進する。 
・事業中区間におけるトンネル掘削に伴う発生土受入地について
は、事業推進のため、県が主体的に市町村と調整していく。 

・桜井～甲斐区間については、山梨県からの提案事項を踏まえ、有
料道路事業を前提とした道路構造等の検討を進める。 

・また、桜井～牛句区間については、山間部に位置し、トンネルや
橋梁等の構造物が多く大規模な事業となるため、必要な調査を実
施した上で、構造等の詳細な検討を進める。 


